
先生が合わない 学校が合わない

先生の教え方が合わない

【子どもの理解と対応が不十分】
・忘れ物（宿題・体操服・絵具・習字
セットなど）に厳しすぎる。
・給食の残食に厳しすぎる。
・学級や授業の規律を重視しすぎる。
・発達障害、OD、HSCの理解と
対応が不十分。

など

【学校の当たり前が合わない】
・廊下や階段は、左側でなく右側を
歩く。
・渡り廊下を子どもだけ歩けない。
・登下校は学校の帽子を被る。
・体育は赤白帽子を被る、冬でも

上着なしで参加。
など

【授業が楽しくない、退屈】
・算数を教科書を見てはいけない。
（考え方や答えが載っているから）
・黒板の情報量が多すぎる。ノートに
写すだけ、説明ばかりの授業。

など

先生も大学で、
授業や子ども対
応の方法を教
わっていない、
練習していない。

教師の専門性を高める
研修時間がとれない。

変えたくない
同僚の先生も
いる…（意見し
にくい）。

学校で、授業や
対応の仕方が
決まっている…。
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